


キャリアラダーの認知、キャリア形成意欲、キャリア形成環境、退職意向、将来目標を年齢、経蔽年数、勤
務場所、職位、育児休業の状況等の項目との関連を Excei201 3、 統計ソフト SPSS24.Oでお析した。

【キャリアラダーの認知について】

「自治体保健師の標準的なキャ

リアラダー※ (以下、標準的キャリ

アラダー)」 について、「知っている」

と回笞したのは半数以下の 384名

(45.2%)だった。
※「自治体保健師に係る研修のあり方等
に関する検討会最終とりまとめ～自治

体保健師の人材育成構築の推進に向け
て～」(平成 28年 3月厚労省発)に
て提示。

● 関連項目とのクロス集計 :年齢、

最終学歴、経験年数、職位、将来目標で有意差が

あつた。育児休業取得の有無とは有意差はなかつ

た。

・ 年齢と職位は、それぞれ高くなるほど、認知度は

高かつた (p<o.ool)。 課長級以上が 86.3%、 課

長補佐級 65.8%、 係長級が 61.2%、 現場スタッ

フが 35,7%であった。

・ 経験年数が長いほど認矢□度は高かった (。 <o.ool)。

5年未満は 35。8%、 6年以上は 63.3%であった。
・ 最終学歴では、大学院 63.3%、 次が専 P日学校、専

攻科、4年制大学は 38.8%で低かつた(pくo.ool)。

・ 将来目標を持つ者は認知度が高かった (p<o.ool)。

特に管理職、現場責任者など高い財位を目指す者

は高かった。

【キャリア形成意欲について】

「標準的キャリアラダー」に基づいたキャリア形成

意欲は、「そう思う群」(「そう思う」「ややそう思う」

の合計)は 482名 (56.7%)で、半数以上であった。
●「キャリア形成の方法」(図 1)は、「自宅で学習を
継続する」667電 (78.5%)、 「時間タトのセミナー

や学会に参加する」591名 (69.5%)、 「専門誌を
定期購読する」480名 (56.5%)の順であつた。
●その他のキャリア形成方法には、「職場内外の交流」

や「他部署への異動」、「業種を間わないネットワー

ク」、全国的連絡会などの「人事交流」、「学習会や

研修会の開催」、「法改正や国 。県の通知文やインタ

ーネット情報等の情報収集」などの記載があった。

●関連項目とのクロス集計 :年齢、経験年数、職位、

図1キャリア形成の方法 (n=850)

1)自 宅で自主的な学習をする

2)時間外のセミナーや学会に参加ずる

3)専門誌を定期購読する

4)将来目標のため自己投資をする

5)事業の実践報告の作成や研究発表をする

6)大学院へ進学する
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図2キャリア形成意欲と経験年数(n=749)
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退職意向で有意差があった。最終学歴、勤務場所、

育児休業の有無とは、有意差がなかった。

・ 年齢 36～45歳未満と 50歳代 (p<O.o5)、 及び
経験年数 (図 2)6～ 15年未満と26年以上 (p
<O01)は、キャリア形成意欲が低かった。
・ 退職意向群も同様に低かつた (pく o.ol)。

・ 職位は高いほど、意欲は高かつた (p<o.ol)。

・ 将来目標 (図 3)との関連は、目標がある者はキ
ャリア形成意欲が高かつた (「そう思う群」が

66.5%～86.1%)。 逆に目標が「特にない」者は

69人 (39,9%)と有意に低かった。

保健師のキャリアラダーに関する意識。支援エーズ調査 【概要版】
【キャリア形成の日場環境について】

キャリア形成の職場環境の整備につ

いて、「そう思う群」(「そう思う」「や

やそう周う」)は 391名 (46.O%)、

「そう思わない群」(「あまりそう思わ

ない」「そう思わない」)は 387名

(45.5%)で、ほぼ同数であった。
●キャリア形成の環境状況(図 4):「職

場で困つたときに相談しやすい雰囲

気がある」、「労l動条件が整っている」、

「職場の先輩の指導力や支援がある」、

「職場の上司の指苺力や支援がある」

などが高かつた。逆に「そう思わない

群」の項目として、「保健師の体系的な人材育成プラ

ン」、「組織内の保健師の高い職位」、「目標となる

先輩保健師のキャリア形成」などがなされていない

状況であつた。

●その他のキャリア環境状況として、「一人職種」の

ため保健師間の学びができない記載が多かつた。中

堅期以降の保健師の離職が多い深刻な問題や、「事

務作業がほとんど」、「組織内で保健師職能が認めら

れていない」、「育児と仕事の両立の難しさ」など、

キャリア形成が難しい記載があった。

●関連項目とのクロス集計 :年齢、最終学歴、経験年

数、勤務場所、退職意向で有意差があった。職位、

育児休業取得の有無は、有意差がなかった

。中堅期の 35歳代～45歳代では、「そう思う群」
が低率だつた (p<o.ool)。

・ 経験年数 6年～25年の中堅期は、新任期やベテ
ラン期と比較し低率だつた (p<o.ol)。

・勤務場所(図 5)では、福祉部関係 21名 (65.6%)、

保健センター140名 (54.司 %)でキャリア形成
環境「そう思う群」の回笞が低率だつた(p<o.ool)。

・ 退職を考えている群は、キャリア環境整備の「そ

う思う群」が低率であった (p<o.o01)。

【中途退剛に関する意識と課題】

「退職意向群」(退珊を「者えている」「やや者えて

いる」)298名 (35.3%)、 「退耳音イ意向ない群」(退瑚
を「者えている」「やや者えている」)548名 (64.7%)

であり、約 3名に 1名は退職意向があった。

・退職意向の理由は「仕事のストレスや不安」、「職場

の人間関係」、「保健師の待遇・仕事の不満」、「子

育て」、「自分の病気や体調不良」、「家族の病気や介

護」などがあった。職場環境整備やワークライフアヾ

ランスなどの取り組みの推進が求められる。

・勤務場所と退職意向のクロス集計 (図 6)では、
福祉部関係 (42.5%)、 保健センター (41.8%)

で退職意向が高かつた (p<o.ol)。 一人職種や小

規模自治体の支援体制の検討が跡要である。

【中堅期保健師へのキャリア形成支援の強化】

中堅期保健師の課題が◆回明らかになった。ライフ

イベント支援や耳音上場環境整備、そしてキャリア形成意

欲が高い新任期にキャリア形成モデルを示すなど、キ

ャリアラダーとキャリアパスを連動した体系的な人

材育成の構築が財要である。

(担当 :粟津)

図4キャリア形成の環境状況

1)職場で困つたときに相談しやすい雰囲気が
ある

2)労働条件が整っている

3)職場の先輩の指導力や支援がある

4)職場の上司の指導力や支援がある

5)保健師の体系的な人材育成プランがある

6)組織内の保健師の業務評価や職種として
保健師の役割が認められている

7)目標となる先輩保健師のキャリア形成が

されている

8)組織内の保健師が高い職位を得られている
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図5キャリア形成環境と勤務場所 (n=711)
(p〈 0001)
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図6退職意向と勤務場所(n=843)
(p〈 001)
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